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2.19.3. 教育活動概要 
 (a) 卒業論文概要 
鷹觜 拓也 対面者との相互作用を目的とした表情合成に関する研究 
HCI システム等における表情合成方法は, 感情を表現する表情を一意に定めることが一般的で
ある. 従って, 表出すべき感情が同じ場合, 毎回同じ表情が合成される. しかし, 人間同士の
対話では対面者との関係や状況に応じた表情を表出するため,同一感情を表す表情は一意では
ない. 本研究では特定の人物を再現することを目的とした HCI システムの, 対面者との関係や
状況を考慮した表情合成手法を提案する. 
高橋 宣裕 視線と頭部姿勢に着目したユーザの興味推定 
ディスプレイに表現された擬人化システムに対するユーザの興味の推定手法を提案する。ユー
ザがシステムに対して興味を持っている場合、視線に特徴的動作があると仮定し、抽出を試み
ると共に、対象に顔を向ける割合が高くなる、互いの距離が縮まるといった動作が生じると仮
定する。 
 それらに着目し動画像からの特徴抽出及び興味との関連付けを行いユーザのシステムへの興
味を自動推定するシステムを構築する。 
 
(b) 博士(前期)論文概要 
 該当者なし 
(c) 博士(後期)論文概要 
 該当者なし 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
なし 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 天沼沙織・槫松理樹・羽倉淳・藤田ハミド，“複数の学習手法を用いた音声からの感情推定”，電子情報通信学会
パターン認識・メディア理解(PRMU)研究会 2009 年 10 月研究会，pp.85～90，平成 21 年 10 月 
2) 鷹觜拓也・羽倉淳・榑松理樹・藤田ハミド，“擬人化システムの表情合成に関する研究”，電子情報通信学会パタ
ーン認識・メディア理解(PRMU)研究会 2009 年 10 月研究会，pp.91～98，平成 21 年 10 月 
3) 千葉央輝・槫松理樹・羽倉淳・藤田ハミド，“音楽理論に基づく音声合成による感情表出手法”，情報処理学会
50 周年記念全国大会，pp.2-305～2-306，平成 22 年 3月 
4) 鷹觜拓也・羽倉淳・榑松理樹・藤田ハミド，“対面者との相互作用を目的とした表情合成に関する研究”，情報処
理学会 50 周年記念全国大会，pp.4-155～4-156，平成 22 年 3月 
5) 高橋宣裕・羽倉淳・榑松理樹・藤田ハミド，“視線と頭部姿勢に着目したユーザの興味推定”，情報処理学会 50
周年記念全国大会，pp.4-177～4-178，平成 22 年 3月 
 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 
